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1．問題
銀行・郵便局強盗とは
本研究では，銀行・郵便局を対象とした金融機
関強盗に焦点を当て，犯人の行動とその特徴につ
いて分析してみたいと思う。
銀行・郵便局強盗とは，銀行・郵便局で発生し
た強盗事件のことをさす。狭義では銀行の従業員
（窓口担当者）に対して暴行または脅迫を行い銀行
の資産を強取する犯罪形態のことであるが，実際
の犯罪では，このようなステレオタイプ的な犯行
形態以外にも，ATMを利用した顧客から金銭を強
取する手口や，集金後の銀行員を駐車場で襲う手
口，通用口からでてきた銀行員を脅迫して金を奪
う手口，夜間金庫などを利用する顧客から金を強
取する手口などが存在している。本研究において
はこれらの強盗も広い意味での銀行・郵便局強盗
と見なして分析してみることにする。
さて，現在のところ，このような犯罪がどのよ
うな形態で生じるのか，犯行において犯人はどの
ような行動，手口をとっているのかについて明ら
かにした研究はほとんど存在しない。確かに強盗
全体に関する数の統計資料などは官庁統計として
存在するものの，金融機関を対象にした強盗のみ
を対象とした集計はあまりなされない。また，こ
のような集計がなされる場合にもその集計はあく
まで，発生数のデータが中心であり，犯人の行動
形態との関連を分析したものではない。
そこで，本研究では，新聞データベースを手が
かりに，金融機関強盗犯人の行動に関するデータ
ベースを作成し，それを分析してみたいと思う。
なお，今回対象にするのは銀行と郵便局であり，
消費者金融は対象としていない。
海外における銀行強盗犯人の特性
銀行強盗犯人の行動や動機に関して体系的な研
究をしたものは国際的にもあまり存在しない。学
術論文はほぼ存在しないし，また警察等の公的機
関が研究レポートとして公刊しているものもそれ
ほど多くない。その種のレポートとしては，オー
ストラリアの銀行強盗についてまとめられた
Borzyck（2003）のレポートと，アメリカの銀行
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要　旨
本研究では，日本における銀行，郵便局を対象にした金融機関強盗の犯人の行動パターンについて分析を
行った。分析ソースとしては新聞データベースを使用した。分析の結果，刃物を持って窓口にいる従業員を脅
迫するタイプの強盗事件は全体の 60 ％程度しか発生せず，典型的でないケースの事件が比較的多く発生してい
ることが示された。多次元尺度構成法（MDS ： Multi Dimensional Scaling）による分析の結果，犯人に逃走さ
れやすいのは，銀行の夜間金庫を利用した客を殴って金を強取するパターンの犯行であることが示された。こ
れらの結果を基に金融機関における防犯の方法について考察した。
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強盗についてまとめたWeisel（2007）のレポート
がある程度である。
そこで，先ず，これらのレポートから，現段階
で判明している銀行強盗行動のパターンについて
の概略を把握しておきたい。
これらのレポートでは，銀行強盗犯について基
礎的な統計資料がまとめられているが，これを見
ると我々が，ドラマなどを見ることによって形成
した銀行強盗のイメージと実際の犯人の特徴は大
きく異なっていることがわかる。
現実の銀行強盗は次のような特徴を持っている。
犯人の多くはアマチュアであり，前科もないもの
が多い。動機の中でもっとも多いのは経済的な困
窮であり計画的でなく，突発的な単独犯行が多い。
犯人はマスクやサングラス，ヘルメットなどで身
元を隠していることが多い。逃走手段としては，
自動車やバイクを使用する犯人もいるが，その割
合はそれほど高くなく，多くの犯人が徒歩（実際
は走って）で逃走する。
凶器に関してであるが，アメリカの金融機関強
盗のイメージは銃を使用した武装強盗であるが，
興味深いことにアメリカでもこの種の武装強盗率
は，近年，大きく低下している。1980 年代までは
銀行強盗の 70 ％以上が銃を持っていたが，2000
年代に入ると銀行強盗の武装率は低下し，現在で
は 30 ％程度になっており，もっとも多いのは犯人
が「凶器を所持しない」強盗事件となっている。
被害を受ける店舗に注目してみると，同一の支
店が反復して被害を受けるケースが多いことが指
摘されている。たとえば，イギリスでは被害に
あった銀行支店の 15 ％がここ 2 年以内に同様の被
害にあっており，58 ％の銀行支店が 2 度以上の被
害にあっていることがわかっている。アメリカワ
シントン州シアトルでは，63 ％の銀行支店が 2 度
以上の被害にあっている。反復して被害にあう銀
行支店と同じ町に，全く被害にあったことのない
銀行が存在していることも多いので，反復被害支
店はマクロなレベルでの地域の問題でなく，比較
的ミクロな要因，つまり，その支店が人通りの多
い道に接しているか，身を隠したりする場所がそ
ばにあるか，逃走を困難にするような交通量の多
い交差点や鉄道の踏切りがないか，などに関連し
ていると思われている。また，犯人が複数犯，あ
るいはプロフェッショナルの場合には車での逃走
に有利かどうか，具体的には周辺道路に信号や袋
小路が少ないことなど，が犯行対象の選定に大き
な効果を持つことがわかっている。
銀行強盗は，検挙率が非常に高い犯罪である。
その理由は，金融機関の職員が日頃から防犯訓練
を受けていること，警察への通報システムが整っ
ていること，警察も迅速な対応ができる体制が
整っていること，事件は日中に行われることが多
いこと，防犯カメラが完備されていること，目撃
者が多いことなどである。
2．本邦における金融機関強盗に関する分析
目的
本節では，本邦における金融機関強盗の特徴と
犯人の行動について分析する。
分析対象
朝日新聞データベース（全国版・地方版）を使
用して 2007 年から 2009 年に発生した銀行，郵便
局対象の記事全件を抽出した。金融機関強盗の定
義としては，「銀行または，郵便局の敷地内で人に
対して暴行または脅迫を用いて，他人の財物を強
取したものあるいはしようとしたもの」とした。
そのため，ATM装置から金をおろした客からの現
金強取や，夜間金庫に現金を納めようとした客か
らの強取も対象とした。該当する事件は 198 ケー
スだった。日本防災通信協会によると年間の金融
機関強盗の発生件数は 80 件程度なので，実際に国
内で発生している金融機関強盗の 3 分の 2 以上の
データは含まれることになる（日本防災通信協会,
2010）。
分析項目
これらの各事件について新聞記事の情報をもと
にして，コーディングを行い分析用データベース
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を作成した。コーディング項目としては，「犯行対
象（銀行・郵便局）」，「犯行地（住所）」，「犯行月
日」，「凶器」，「対象（行員・客）」，「脅迫・暴行の
場所（窓口，フロア，ATM，夜間金庫等），」，「要
求額」，「脅迫文言（もんごん）」，「強取金額」，「帰
結（現行犯逮捕，逃走後逮捕，逃走）」，「犯人の性
別，年齢」，「犯人の職業」である。なお，「帰結」
については，次のようにコーディングした。銀行
強盗を伝える同じ記事内に「その場で取り押さえ
られた」，「現行犯逮捕された」と書かれていた場
合には「現行犯逮捕」，同じ記事に「逃走したが身
元が判明して逮捕された」，「逃走したが自宅で逮
捕された」などの記事が出ていた場合と，事件後
同じ朝日新聞に犯人逮捕の記事が出ていた場合を
「逃走後逮捕」，その事件に関する犯人逮捕の記事
が新聞に出ていない場合を「逃走」とした。198
件中，「現行犯逮捕」は，53 件 26.7 ％，「逃走後逮
捕」は，49 件 24.7 ％，「逃走」は，96 件 48.5 ％で
あった。実際のこの種の犯罪の検挙率から考える
と，「逃走」の比率が高めだと思われるが，これは
犯人が数日以内に検挙されず，しばらくたってか
ら検挙されたため，ニュースバリューの面から逮
捕の記事が新聞に掲載されなかったケースはこれ
に分類されてしまうからである。したがって，こ
の研究で「逃走」として分類されたものは未検挙
であることを意味するのではなく，少なくとも数
日程度は逮捕されなかった事件を意味する。
銀行・郵便局に対する被害
198 件の強盗事件のうち，銀行が対象だったも
のは 40 件（20 件），残りの 158 件は郵便局対象の
ものだった。本邦においては，銀行よりも郵便局
が狙われやすいということである。事件概要を見
てみると，郵便局強盗の場合，局の規模が小さく，
比較的少人数の職員しかいない支店が狙われやす
い。銀行には小規模郵便局に対応するような従業
員 3 名以下の小型店舗があまり存在しないため，
犯人は銀行を狙うのは難しいと考えるのだろう。
銀行強盗は都市型の犯罪であるといわれるが，
日本の場合にはとくに郵便局強盗に関しては地方
の小さな支店で発生していることも多く，都市集
中率は海外のデータよりは少ない。
銀行・郵便局強盗の発生月
銀行，郵便局それぞれについて発生月の比率を
集計した。その結果，以下のようになった（Fig.1）。
銀行強盗は，1 〜 6 月の年前半は 7 月〜 12 月の後
半に比べて多いという結果になった。郵便局強盗
に関しては，このような傾向は見られなかった。
このような結果が生じた理由は不明である。また，
このような傾向が一般的なものなのか，このデー
タセットに特有の傾向なのかについては今後検討
していく必要があるだろう。
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Fig.1 月別の金融機関強盗発生率
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銀行・郵便局強盗の発生時間
犯行が行われるのは，海外では午前中，とくに
開店直後が多いという指摘がある（Borzycki,
2003）が，これに対して日本では午前 11 時ころか
ら昼，午後早くの時間帯が多かった。銀行と郵便
局にわけ，午前中（開店時間〜 13 時）—午後（13
時台〜 17 時まで）—夜間（17 時から翌日の 8 時ま
で）に犯行時間をわけ，それぞれに対応する相対
的な事件時間をグラフにしたところ，Fig.2 のよう
になった（「正午頃発生」の事件は午前中に入れた
ため，午前中は 13 時までとしてある）。銀行の場
合，夜間金庫強盗という就業時間外の事件が一定
数存在するため，夜間の時間帯の犯罪件数が多く
なっていると思われる。
使用された凶器
脅迫行為に用いられた凶器としてもっとも多い
のは，包丁や果物ナイフなどの刃物であった。よ
り具体的には，33 ％が包丁，カッターナイフが
5 ％，果物ナイフ 4 ％，その他のナイフが 7 ％，は
さみが 1 ％であった。また，これらに加え，新聞
記事では，単に刃物としか記載されていないもの
が 18 ％あった。これらを加え，全体の約 68 ％が
刃物を用いた犯罪である。それ以外に，クワ，ナ
タ，のこぎり，棒，バットなどを用いる犯人が全
体の 7 ％程度おり，これは犯行が衝動的であり，
身近にある凶器になりそうな物をそのまま使用し
たからだと考えられる。近年は灯油やガソリン，
液体の入ったペットボトルなどを示して強盗する
犯罪が増加しているようであり，今回のデータで
は 10 ％の犯罪が何らかの液体を使用していた。銃
が用いられるケースは本邦では 9 ％程度であり，
犯人が銃に見えるものを持っていても，今回集め
たデータでは，そのすべてがモデルガンやエアガ
ンを使用していた。
犯行形態
犯人のうち，61 ％は，銀行のカウンターや郵便
局の窓口の従業員に対して，凶器などを突きつけ，
金を要求していた。むしろ，興味深いのはそれ以
外の手口も存在したという点である。今回のデー
タの中では，11 ％の犯人が窓口でなくフロアにい
た従業員，もしくは他の客に凶器を突きつけて金
を要求していた。さらに，ATMで金をおろした顧
客を狙うケースが 9 ％，銀行の夜間金庫にきた客
を襲っているケースが 6 ％あった。また，従業員
に対する犯行であるが従業員通用口や裏口，駐車
場などで犯行を行うケースが，13 ％存在した。す
べてのデータの中で，犯人が一般の顧客に凶器を
突きつけて金を要求しているケースが 27.9 ％存在
していた。また，直接脅迫が行われた被害者の性
別は男性が 33 ％，女性が 67 ％であった。
強取金額
強盗犯が強取した金額であるが，1000 万円以上
の現金を強取できる可能性はほとんどなく，逃走
に成功した場合でも，結果的に，数千円〜 1 万円
程度の現金しか強取できなかったというケースが
多い。銀行を襲った場合，強取された金額の平均
値は，104.05 万円，郵便局の場合，137.5 万円であ
るが，分布は以下の表に見られるように 0 円に大
きく偏っており，最頻値は 0 円である。銀行の場
合，全犯行の 74.4 ％，郵便局の場合 67.3 ％が結局
のところ強取金額は 0 円である。もちろん，一時
的に強取し現場から逃走してもその犯人の多くは
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Fig.2 発生時間帯別金融機関強盗発生頻度
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数日以内に検挙されるため，実質上の強取金額は
さらに 0 に近づき，これらの犯罪がリスクの割に，
成功の可能性がきわめて少ないということが示さ
れている。ちなみに，「逃走」群（実際にはこの中
にもその後検挙されているものは一定数いると思
われる），「逃走後逮捕」群，「現行犯逮捕」群の各
カテゴリーごとの強取金額の分布を示したグラフ
をFig.3 に挙げる。
犯人の年齢
犯人が検挙されたケースでは，犯人の平均年齢
は，47.6 歳であり，この種の犯罪が比較的高い年
齢層の犯人によって実行されるということが示さ
れた。10 代は 1.96 ％，20 代は 7.84 ％，30 代は
19.61 ％，40 代が 24.51 ％，50 代が 23.53 ％，60 代
が 19.61 ％，70 代が 2.94 ％となった。ちなみに本
研究で用いたデータでは，最低年齢は 16 歳，最高
年齢は 74 歳であった。
犯行パターンのタイポロジーと犯行帰結の予測
ここまでは，主に犯人の行動特性について個々
の項目ごとの特性を元に分析してきたが，最後に，
犯人の行動の相関構造を元に多次元尺度構成法に
よって，犯人の行動パターンの類型を試みた。分
析に用いたデータセットの各項目間における随伴
性行列を作成し，多重応答分析を行った。分析は
84 回で収束し，第 1 次元のクローンバックのα係
数は，0.766　固有値は，3.032，第 2 次元のα係数
は 0.651，固有値は 2.325 となった。カテゴリーポ
イントの結合プロットを Fig.4 に示す。関連性の
高い項目同士は近接して，関連性の低い項目は離
れてプロットされている。空間布置をもとにし，
各ポイント事件の帰結を中心として，これらの犯
行パターンを分類して，以下のような 3 つの犯行
パターンを抽出した。
タイプ1：銀行で夜間金庫を使用したり，通用口
などにいる行員を対象にし，素手や棒などで襲
撃し，金を奪い，逃走し捕まらないもの。
タイプ2：窓口の行員に，カッターナイフや液体，
爆弾があるというメモ，を突きつけて，脅迫す
るタイプで，犯人は比較的高年齢，被害額は 0
円が多く，その場で取り押さえられ，現行犯逮
捕されるもの。
タイプ 3 ：女性行員やフロアにいる，あるいは
ATMからでてきた客に包丁やナイフを突きつけ
て脅迫するもので，犯人は若者〜中年層，逃走
するがその後すぐに逮捕されるもの。
3．まとめ
本研究では，日本における銀行・郵便局強盗の
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Fig.3 犯行の帰結ごとの被害金額分布（万円）
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犯行形態について新聞データベースをもとにデー
タを収集し，その特徴について調査を行った。そ
の結果，この種の犯罪の犯行パターンについての
基本的な特徴が明らかになった。とくに，興味深
いのは，凶器を持って，窓口の従業員を脅迫し金
を奪うというステレオタイプな犯行形態は確かに
6 割程度存在するものの，実際にはさまざまな凶
器，さまざまな形態での犯行が生じているという
ことだ。また，犯行帰結をもとにして，犯人の行
動を類型化したところ，銀行の夜間金庫に金を入
れに来た客を襲って殴って金を奪うという形態の
犯行パターンが犯人の検挙のしにくさ（逃走）と
関連を持っているということがわかった。今後，
金融機関強盗対策をしていく場合には，この種の
犯罪パターンに対する物理的，心理的な防衛策を
考案していくことがとくに必要であろう。
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Fig.4 銀行・郵便局強盗犯人の行動パターンを多重応答法によって空間的に配置したもの
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《Summary》
Behavioral Patterns of Bank/Post Office Robberies in Japan.
OCHI Keita
In the present study, behavioral patterns of financial robberies who broke into banks and post
offices in Japan were analyzed.  The analysis was based on the newspaper database resources.  The
results of the analysis showed that the typical type of robbery, in which the criminal threatened a
counter staff with a knife, accounted for only 60 percent of all financial robberies, and that atypical
types of robberies had happened more frequently than expected.  As the results of more detailed
analysis in MDS (Multi Dimensional Scaling), it was found that the criminal could escape most easily
when the criminal struck and robbed a bank customer who appeared to use a night-deposit safe.
Finally, the method of the crime prevention in financial institutions was discussed based on the
results above.
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